
自治体・DMO・事業者向け観光セミナー 

勘と経験に「データ」を足すと、次の一手が変わる。
知る、仮説を立てる、動かす。

「何のためにデータを取るのか」を持ち帰る時間です。

日 時

開催方法

対象者

2026年 月 日（水） 13:30～16:30
【会場】愛媛県庁舎内第2別館官民共創拠点 E:N BASE
【オンライン】Zoom配信（第1部～第3部のみ）
自治体、DMO職員、および観光事業者（宿泊事業者、飲食事業者など）

プ ロ グ ラ ム

第1部
基調講演

13:30～
14:10 • 国の動向や愛媛県の動向をとらえ、 

皆様にとっての「観光」を考えます。
• 思いつきや勘に頼らない、 

皆様の具体的な施策に 
データがどう活きるかを解説します。

株式会社JTB ツーリズム事業本部
地域交流チーム マネージャー
（観光DX領域担当）

坂 田  攻  氏
川崎市出身。JTBにて1,000コース以上のツアー造成や、
地方創生事業（リサーチ、戦略立案、プロモーション等）を
幅広く経験。観光庁（出向）にて専門官として観光DXや
コンテンツ造成事業を担当し、2025年4月より現職。

第2部
パネルディス

カッション

14:15～
14:55

そのデータ、うちでは何する？ 
立場が変われば、 
見える景色が変わる 
• 一つの観光コンテンツの裏側には、 

素材を作る人、形にする人、伝える人、 
迎える人がいます。 

• 同じデータでも、 
目が留まる場所は立場ごとに違う。 
あなたなら、どこを見ますか。 

パネラー
• 株式会社JTB 坂田 攻 氏
• アークリード 高橋 佳裕 氏

（愛媛県観光DXアドバイザー）
• アド・セイル株式会社 近藤 孝之 氏

（愛媛県観光DXアドバイザー）

ファシリテーター
株式会社JTB 時任 翔史 氏

第3部
事業者による 

事例共有

15:00～
15:40

観光の最前線から語る、 
データに基づく施策と成果

登壇者
一般社団法人しまなみジャパン  
専務理事 内藤 隆久 氏

ファシリテーター
株式会社JTB 時任 翔史 氏

交流会 15:50～
16:30

自治体・DMO・観光事業者の垣根を越えた、 
本音で語り合えるネットワーク構築の場です。 
オンラインでは体験いただけない、この日だけの時間です。

（当日は名刺をご持参の上ご参加ください）

主催・お問い合わせ お申込み
（一社）愛媛県観光物産協会

089-961-4500
webmaster@iyonet.com 

申込フォームより
お申込みください。

※本セミナーは、愛媛県（観光振興課）が実施する「行政・事業者向け観光セミナー」と共同開催しています。

最新トレンドを踏まえた 
観光の未来への挑戦！ 

【会場参加者限定】

データで読み解く観光トレンドと、
事業者に学ぶ次の一手 

国内外の多くの観光客に利用されている 
しまなみ海道のレンタサイクル。 
DX化による取得データから 
具体的な施策へ繋げた事例をご紹介します。 


